
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

配当
時数

3

1

12

球技 男子　ハンドボール
女子　バレーボール

水泳 女子 【知識・技能】技術の名称や行い方、体力の
高め方、課題解決の方法、競技会の仕方など
について理解している。
それぞれの泳法について、手と足の動き、呼
吸のバランスを保ち、安定したペースで長く
泳いだり速く泳いだりすることができる。自
己に適した泳法の効率を高めて泳ぐことがで

○

1

12

体育理論
運動・スポーツの文化的特徴につい
て理解する

人間にとって「動く」とは何か
スポーツの始まりと変遷

【知識・技能】「スポーツの文化的特性や現
代のスポーツの発展」、「運動やスポーツの
効果的な学習の仕方」、「豊かなスポーツラ
イフの設計の仕方」について理解している。
【思考・判断・表現】「スポーツの文化的特
性や現代のスポーツの発展」、「運動やス
ポーツの効果的な学習の仕方」、「豊かなス
ポーツライフの設計の仕方」について、課題
を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断

○ ○ ○

【知識・技能】技術の名称や行い方、体力の
高め方、課題解決の方法、競技会の仕方など
について理解している。
各種目に応じて、安定した基本動作を身に付
け、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開できる。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するためのチームや自己の課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り
組み方を工夫するとともに、自己やチームの
考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】球技に自主
的に取り組むとともに、フェアなプレイを大
切にしようとすること、合意形成に貢献しよ
うとすること、一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること、互いに助
け合い高め合おうとすることなどをしたり、
健康・安全を確保したりしている。

○ ○

態
配当
時数

１
学
期

体つくり運動 体ほぐしの運動、実生活に活かす
運動

【知識・技能】体つくり運動の行い方、体力
の構成要素、実生活への取り入れ方などにつ
いて理解している。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに、自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】体つくり運
動に自主的に取り組むとともに、互いに助け
合い高め合おうとすること、一人一人の違い
に応じた動きなどを大切にしようとするこ
と、合意形成に貢献しようとすることなどを
したり、健康・安全を確保したりしている。
【知識・技能】体つくり運動の行い方、体力
の構成要素、実生活への取り入れ方などにつ
いて理解している。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに、自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】体つくり運
動に自主的に取り組むとともに、互いに助け
合い高め合おうとすること、一人一人の違い
に応じた動きなどを大切にしようとするこ
と、合意形成に貢献しようとすることなどを
したり、健康・安全を確保したりしている。

○ ○ ○ 3

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の
楽しさや喜びを深く味わい，生
涯にわたって運動を豊かに継続することができ
るようにするため，運動の多様性
や体力の必要性について理解するとともに，そ

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し，合理的，計画的な
解決に向けて思考し判断するとともに，自己や
仲間の考えたことを他者に伝える
力を養う。

  運動における競争や協働の経験を通して，公
正に取り組む，互いに協力する，
自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違
いを大切にしようとするなどの意
第２章

スポーツステップアップ高校スポーツ2021大修館

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理
解するとともに，技能を身に付けるようにする。

  運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向
けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

  生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を
目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

加藤 西山 水田 小林

保健体育 体育
保健体育 体育 2



14

10

12

1

柔道

水泳

○ 12

球技 男子　サッカー
女子　バレーボール、バスケット
ボール

1学期に同じ

4

○ ○

男子 【知識・技能】伝統的な考え方、技の名称や
見取り稽古の仕方、体力の高め方、課題解決
の方法、試合の仕方などについて理解してい
る。
相手の動きの変化に応じた基本動作から、相
手を崩したり、応じたりするなど、得意技な
どを用いた攻防を展開できる。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに、自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】武道に主体
的に取り組むとともに、相手を尊重し、礼法
などの伝統的な行動の仕方を大切にしようと
すること、役割を積極的に引き受け自己の責
任を果たそうとすること、一人一人の違いに
応じた課題や挑戦を大切にしようとすること
などをしたり、健康・安全を確保したりして
いる。

15

男子 1学期に同じ

10

２
学
期

体育理論 文化としてのスポーツ
オリンピックと国際理解

1学期に同じ

女子 【知識・技能】
技がよりよくできたり自己や仲間の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味
わい、技の名称や行い方、体力の高め方、課
題解決の方法、発表の仕方などを理解すると
ともに、自己に適した技で演技しようとして
いる。
【思考・判断・表現】

1

器械運動

陸上競技

陸上競技 男子

己に適した泳法の効率を高めて泳ぐことがで
きる。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに、自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】水泳に自主
的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受
け止め、ルールやマナーを大切にしようとす

○ ○ ○

女子 1学期に同じ

【知識・技能】技術の名称や行い方、体力の
高め方、課題解決の方法、競技会の仕方など
について理解している。
長距離走では、ペースの変化に対応して走る
ことができる。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに、自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】陸上競技に
自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静
に受け止め、ルールやマナーを大切にしよう
とすること、役割を積極的に引き受け自己の
責任を果たそうとすること、一人一人の違い
に応じた課題や挑戦を大切にしようとするこ
となどをしたり、健康・安全を確保したりし
ている。



9

合計

78

5

1

1010

球技 男子　サッカー
女子　バスケットボール

1学期に同じ

78

1

器械運動 女子 2学期に同じ

合計

9

３
学
期

体育理論 スポーツと経済
ドーピングとスポーツ倫理

1学期に同じ

【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に伝えよ
うとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
器械運動に主体的に取り組むとともに、良い
演技を讃えようとすること、互いに助け合い
高めあおうとするとともに、一人一人の違い
に応じた課題や挑戦を大切にしようとするこ
とや、健康・安全を確保しようとしている。

柔道 男子 2学期に同じ



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

10

1

合計

42

定期考査
○ ○

３
学
期

現代社会と健康
安全な社会生活

・交通事故の現状と要因
・交通社会における運転者の資質
と責任
・安全な交通社会づくり
・応急手当の意義とその基本
・心肺蘇生法
・日常的な応急手当

1学期に同じ

定期考査

1

２
学
期

現代社会と健康
安全な社会生活

・飲酒と健康
・薬物乱用と健康
・現代の感染症
・感染症の予防
・性感染症・エイズとその予防
・欲求と適応機制
・心身の相関とストレス
心の健康と自己実現

１学期に同じ

15

定期考査
○ ○

態
配当
時数

１
学
期

現代社会と健康
安全な社会生活

・私たちの健康のすがた
・健康のとらえ方
・健康と意志決定・行動選択
・健康に関する環境づくり
・生活習慣病とその予防
・食事と健康
・運動と健康
・休養・睡眠と健康
・喫煙と健康

【知識・技能】「現代社会と健康」、「安全
な社会生活」について、個人及び社会生活に
おける健康・安全について理解を深めるとと
もに、技能を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】「現代社会と健康」、
「安全な社会生活」について、自他や社会の
課題を発見し、合理的、計画的な解決に向け
て思考し判断するとともに、目的や状況に応

○ ○ ○ 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

 個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに，技能を身に付けるよう
にする。

  健康についての自他や社会の課題を発見し，
合理的，計画的な解決に向けて思考し判断する
とともに，目的や状況に応じて他者に伝える力
を養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

現代高等保健体育　大修館

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理
解するとともに，技能を身に付けるようにする。

  運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向
けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

  生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を
目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

（A科：小林） （M科：加藤） （I科：小林） （G科：加藤） （D科：加藤） （　組：　　　　）

保健体育 保健
保健体育 保健 2



西山是美　　　加藤弘一　　　水田博巳　　　小林真理子

保健体育

体育

スポーツステップアップ高校スポーツ2018(大修館）

２学年　　A科・Ｍ科・Ｉ科・Ｇ科・Ｄ科

男女　各２単位

各種運動の合理的な実践を通して

　　　　・運動技能を高め、強健な心身の発達を促す。

　　　　・公正、協力、責任等の態度を育てる。

　　　　・継続的に運動ができる能力と態度を育てる。

①技能　学習活動における運動技能の進歩の度合い

②知識　各スポーツ種目の一般的知識、ルール、練習法、審判法、作戦・戦術等に対する理解

４月
体育理論
体力つくり運動

スポーツの技術と戦術、技能の上達課程と練習について理解する
体ほぐし運動等を通して、体力の向上や柔軟性、協調性等をはかる
体育祭の練習を通して体ほぐし運動を実施する

6

５月
男子・テニス・器械運動
女子・水泳・バドミントン

・状況に応じたボール操作・回転系、技巧系の基本
・クロール、平泳ぎ、背泳ぎ・状況に応じたボール操作

8

６月
男子・テニス・器械運動
女子・水泳・バドミントン

・状況に応じたボール操作・回転系、技巧系の基本
・安定した用具の操作と連携した動き・切り返し系、回転系の基本
・伸びのあるペースで安定したペース・安定した用具の操作と連携した動き

8

７月
男子・テニス・器械運動
女子・水泳・バドミントン

・空間を作り出すなどの攻防・条件を変えた技や発展技
・安定したペースで長く泳いだり速く泳いだりする・空間を作り出すなどの攻防

6

８月

９月
・体育理論
男子・水泳・柔道
女子・ダンス・バドミントン

効果的な動きのメカニズム、技能と体力
・安定したペースで長く泳いだり速く泳いだりする･相手の動きの変化に応じた基本
動作
・動きづくり、空間構成、作品作り・空間を作り出すなどの攻防

8

１０月
男子・水泳・柔道
女子・ダンス・ハンドボー
ル、フットサル

・安定したペースで長く泳いだり速く泳いだりする･相手の動きの変化に応じた基本
動作
・動きづくり、空間構成、作品作り・状況に応じたボール操作

8

１１月
男子・水泳・柔道
女子・ダンス・ハンドボー
ル、フットサル

・安定したペースで長く泳いだり速く泳いだりする･相手の動きの変化に応じた基本
動作
・動きづくり、空間構成、作品作り・状況に応じたボール操作

8

１２月

男子・バスケットボール・
柔道
女子・ダンス・ハンドボー
ル、フットサル

・状況に応じたボール操作･相手の動きの変化に応じた基本動作
・動きづくり、空間構成、作品作り・状況に応じたボール操作

6

１月

・体育理論
男子・バスケットボール・柔
道
女子・ダンス・持久走

体力トレーニング、運動やスポーツでの安全の確保
・状況に応じたボール操作･相手の動きの変化に応じた基本動作
・動きづくり、空間構成、作品作り・ペースの変化に対応して走る

6

２月
男子・バスケットボール・柔
道
女子・ダンス・持久走

・状況に応じたボール操作･相手の動きの変化に応じた基本動作
・動きづくり、空間構成、作品作り・ペースの変化に対応して走る

8

３月
男子・バスケットボール・柔
道
女子・ダンス・持久走

・状況に応じたボール操作･相手の動きの変化に応じた基本動作
・動きづくり、空間構成、作品作り・ペースの変化に対応して走る

6

合計 78

令和４年度　年間指導計画

担当者教員名

教科の名称

科目の名称

使用教科書

指導学年・学科

単位数

科目の目標

評価の観点
③態度　積極的に活動する態度、自己を向上させようと努力する態度、仲間との協調・協力、諸
活動の持続性

月
指導内容
【年間授業計画】

科目体育の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時間数



西山是美　　　水田博巳　　　　

保健体育

保健

現代高等保健体育(大修館）

２学年　　A科・Ｍ科・Ｉ科・Ｇ科・Ｄ科

１単位

個人及び社会生活における健康・安全について理解ができたかどうか。

生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していけるような知識を習得したかどうか。

４月 生涯を通じる健康
・思春期と健康
・性意識と性行動の選択 3

５月 生涯を通じる健康
・結婚生活と健康
・妊娠・出産と健康 4

６月 生涯を通じる健康
・家族計画と人工妊娠中絶
・加齢と健康 4

７月 生涯を通じる健康
・高齢者のための社会的取り組み
・保険制度とその活用 3

８月

９月 生涯を通じる健康
・医療制度とその活用
・医薬品と健康 4

１０月
生涯を通じる健康
社会生活と健康

・さまざまな保健活動や対策
・大気汚染と健康 4

１１月 社会生活と健康
・水質汚濁・土壌汚染と健康
・健康被害の予防と環境対策 4

１２月 社会生活と健康
・環境衛生活動のしくみとはたらき
・食品衛生活動のしくみと働き 3

１月 社会生活と健康
・食品と環境の保健と私たち
・働くことと健康 3

２月 社会生活と健康
・労働災害と健康
・健康的な職業生活 4

３月 社会生活と健康
・2年間の復習
・心肺蘇生法等 3

合計 39

令和４年度　年間指導計画
東京都立工芸高等学校　全日制課程

担当者教員名

教科の名称

科目の名称

使用教科書

指導学年・学科

単位数

科目の目標
個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて自らの健康
を適切に管理し、改善していく資質や能力を育てる

評価の観点

月
指導内容
【年間授業計画】

科目体育の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時間数



西山是美　　　加藤弘一　　　水田博巳　　　小林真理子

保健体育

体育

スポーツステップアップ高校スポーツ2017(大修館）

３学年　　A科・Ｍ科・Ｉ科・Ｇ科・Ｄ科

男女　各３単位

各種運動の合理的な実践を通して

　　　　・運動技能を高め、強健な心身の発達を促す。

　　　　・公正、協力、責任等の態度を育てる。

　　　　・継続的に運動ができる能力と態度を育てる。

①技能　学習活動における運動技能の進歩の度合い

③態度　積極的に活動する態度、自己を向上させようと努力する態度、仲間との協
調・協力、諸活動の持続性

４月
体育理論
体力つくり運動

生涯スポーツの見方・考え方
①体ほぐし運動等を通して、体力の向上や柔軟性、協調性等をはかる。
②体育祭の練習を通して体ほぐし運動を実施する。

10

５月
・バレーボール
・水泳

①基本動作の確認： 球技(パス・レシーブ・サーブ等）
水泳（バタフライ・背泳ぎ・平泳ぎ・クロール・10分間泳）
②簡易試合・記録測定

12

６月
・体力つくり運動
・バレーボール
・水泳

①体ほぐし運動等を通して、体力の向上や柔軟性、協調性等をはかる。
基本動作の確認： 球技(パス・レシーブ・サーブ等）水泳（バタフライ・背泳ぎ・平泳ぎ・クロール・10

分間泳）

②スポーツテストを通して体力を高める運動を実施する。　簡易試合・記録測定

10

７月
・バレーボール
・水泳

①基本動作の確認： 球技(パス・レシーブ・サーブ等）
水泳（バタフライ・背泳ぎ・平泳ぎ・クロール・10分間泳）
②簡易試合・記録測定

10

８月

９月
体育理論・テニス
・バドミントン
・卓球

ライフスタイルに応じたスポーツ
①基本動作の確認： ラケット系(ラリー・サーブ・スマッシュ）
②簡易試合

10

１０月

・テニス
・バドミントン
・卓球

①基本動作の確認： ラケット系(ラリー・サーブ・スマッシュ）
②簡易試合

12

１１月

・テニス
・バドミントン
・卓球　体育理論

①基本動作の確認： ラケット系(ラリー・サーブ・スマッシュ）
②簡易試合
日本のスポーツ振興、スポーツと環境

13

１２月

・テニス
・バドミントン
・卓球

①基本動作の確認： ラケット系(ラリー・サーブ・スマッシュ）
②簡易試合

10

１月

・バレーボール
・バスケットボール
・卓球

①基本動作の確認： 球技：（ドリブル・パス・シュート・サーブ・アタック、スマッシュ
等）
②簡易試合

10

２月

・バレーボール
・バスケットボール
・卓球

①基本動作の確認： 球技：（ドリブル・パス・シュート・サーブ・アタック、スマッシュ
等）
②簡易試合

10

３月

・バレーボール
・バスケットボール
・卓球

①基本動作の確認： 球技：（ドリブル・パス・シュート・サーブ・アタック、スマッシュ
等）
②簡易試合

10

合計 117

単位数

科目の目標

評価の観点
②知識　各スポーツ種目の一般的知識、ルール、練習法、審判法、作戦・戦術等に対する理解

月
指導内容
【年間授業計画】

科目体育の具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時間数

令和４年度　年間指導計画

担当者教員名

教科の名称

科目の名称

使用教科書

指導学年・学科



加藤弘一

保健体育

生涯スポーツ

スポーツステップアップ高校スポーツ2017(大修館）

３学年　　A科・Ｍ科・Ｉ科・Ｇ科・Ｄ科

男女　各2単位

各種運動の合理的な実践を通して

　　　　・運動技能を高め、強健な心身の発達を促す。

　　　　・公正、協力、責任等の態度を育てる。

　　　　・継続的に運動ができる能力と態度を育てる。

①技能　学習活動における運動技能の進歩の度合い

４月 バレー
①基本動作の確認： ボールや用具の操作
　基本的な技術の向上、パス、レシーブ、サーブ、スパイク等
②簡易試合

6

５月 バレー
①基本動作の確認： ボールや用具の操作
　基本的な技術の向上、チームでの作戦・戦術等
②簡易試合

8

６月 バスケットボール
①基本動作の確認： ボールや用具の操作
　基本的な技術の確認（ゴール下シュート、レイアップシュート、パス等）
　スペースの作り方、スペースの活かし方等　　②簡易試合

8

７月 バスケットボール
①基本動作の確認： ボールや用具の操作
　スペースの作り方、スペースの活かし方等
②簡易試合

6

８月

９月 テニス
①基本動作の確認： ボールや用具の操作
　基本的な技術の向上　ラリー、サーブ等
②簡易試合

8

１０月 テニス
①基本動作の確認： ボールや用具の操作
　基本的な技術の向上　サーブ、ボレー等
②簡易試合

8

１１月 テニス
①基本動作の確認： ボールや用具の操作
　基本的な技術の向上、実戦形式のラリー等
②簡易試合

8

１２月 バドミントン
①基本動作の確認： ボールや用具の操作
　基本的な技術の向上　サーブ、ハイクリア等
②簡易試合

6

１月 バドミントン
①基本動作の確認： ボールや用具の操作
　基本的な技術の向上　実戦形式のラリー等
②簡易試合

6

２月 卓球
①基本動作の確認： ボールや用具の操作
　基本的な技術の向上　サーブ、スマッシュ、カット、ドライブ等
②簡易試合

8

３月 卓球
①基本動作の確認： ボールや用具の操作
　基本的な技術の向上　実戦形式のラリー等
②簡易試合

6

合計 78

単位数

科目の目標

評価の観点
②知識　各スポーツ種目の一般的知識、ルール、練習法、審判法、作戦・戦術等に対する理解

③態度　積極的に活動する態度、自己を向上させようと努力する態度、仲間との協調・協力、諸
活動の持続性

月
指導内容
【年間授業計画】

科目生涯スポーツの具体的な指導目標
【年間授業計画】

予定時間数

令和４年度　年間指導計画

担当者教員名

教科の名称

科目の名称

使用教科書

指導学年・学科


